
研究協議・今後の方向性 

５月２４日（水）第 1回提案授業（２年２組 古谷一馬） 

1 授業について（参観シート・ロイロノートより） 

 （参観シートより２２名）：平均点も出しています。（ ）は記載があった人数です。 

・本時までの流れ 

・子どもの言葉からのめあて・まとめの作成（3） 

 ・板書の使い方（3） 

 ・ペア活動のタイミング（2） 

 ・環境管理（2） 

 ・動作化（役割演技）（2）→▲練習が必要 

 ・普段からの取組（4） 

 ・学習訓練（９） 

 ・学びに対しての子どものスキル 

 ・実態把握からの全員参加授業 

 ・パワーポイントでの導入の工夫 

 ・ノートの書き方 

 ・授業時間の経過時間（主観的） 

 ・発問の工夫（４）、指示の出し方 

 ・子どもの発言の扱い、取り上げ方、広げ方（教師のコーディネート） 

 ・学びを楽しむ姿（教師・子ども）（２） 

 ・支持的風土作り（楽しい雰囲気）、ウォーミングアップのさせ方 

 ・授業終末の言葉「え～もうまとめ早い！」（2） 

・音読の指示（見るだけでなく指示による声掛け）（〇：3▲：3） 

▲「うんと」のキーワードの処理→注目できる仕掛けがもう一歩（2） 

▲叙述に返す方法（3）→黒板に残していく、サイドラインを引かせる、 

▲指示棒→1ｍ定規ではなく他の物がいいのでは・・・。 

（ロイロノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 指導・助言（義務教育課 橋本様、井手様より） 

①子どもの思考のアウトプットの場面を意識して 

 ・教師対子どもから子ども対子どもへ 

 「今の考えどういうこと？隣の人へ説明して」 

②選ぶ活動には、選んだ理由を添えて 

 ・「〇〇くんの考え」から「〇〇という考え」へ 

 ・〇〇を選びました。そのわけは、・・・。 

③まとめは自分の言葉で 

 ・そのためには、全員が活動に参加する。 

・まとめの前の「なりきりインタビュー」 

ベースは、子どもたちの学びの土台をしっかりつくること！ 

※誰一人取り残さない→一人一人の可能性を信じ、最大限力を引き出すために働きかける。 

 

3 今後の方向性・次回の取組（研究の積み重ね） 

・板書の工夫＆子どもの声で授業を計画する 

・国語科では、叙述に返す方法を常に考える 

・発問・指示を区別し、明確にする 

・単元全体で授業を構成する（本時だけの授業にしない） 

・音読の仕方（基礎学力定着に向けて） 

・学習訓練（授業までの取組） 

 

４ 感想（質問に対する自分の考え） 

①音読の指示 

 特別支援の視点から、たまに電子黒板やホワイトボード、イラストの絵で指示を出します。本時では、様々な要因からあ

のようにしました。思ったより指示が不明確で分かっていない児童が多々いたので、分かりやすい提示や声掛けが必要

だったと反省です。指示の出し方については日々検討しています。ここで考えたいのが、指示を「声だけ」でするようにな

るとどうなるでしょうか。おそらく、子どもたちは「声」でしか動けないと思います。頭はあまり働いていません。「自分で情

報を選んで、自分で判断して行動できるようになってほしい！」と日々の授業から訓練したいと取り組んでいます。まだま

だですが。これは、前任校の特別支援の研修で松本先生という方から教えて頂いたことで、大変参考にしています。資料

あります、ちなみにボイスメモもありますので気になる方は・・・。 

②役割演技の子どもの指名の基準 

 私は、つぶやきを大切にしたいと思っています。そうなると取り残されてしまう児童が必ず出ます。そうならないように全

員参加を考えています。意欲的な子は後からでも参加できるので、役割演技であまり発言しない子を中心に当てました。 


